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世界で何が起きているか？

気候危機生物絶滅
危機 健康危機

危機

社会の危機



生物の絶滅連鎖
❖ 花粉を媒介するミツバチはすでに
大幅に減少。ミツバチが絶滅すれ
ば多くの植物も絶滅。農業は危機
的に

❖ サンゴは世界の海の0.1%に存在。
でも25%の海の生物を直接支え、
間接的に支えている生物は4割。で
も過去20年間に半減。このままで
は2050年までに90%が失われる。



世界から土がなくなる
❖ 世界の土壌はこのままではあと60年で失われてしまう。 

3分の1の表土はすでに喪失、5秒ごとに世界でサッカー
場の土が流出しており、残りも2050年には90％以上が劣
化（国連FAOの発表）。

❖ 2015年国際土壌年。2015～2024年国際土壌の10年。



土を水の中に入れると…

有機農業・自然栽培の土は水
にいれても崩れない

慣行栽培の土はすぐに
崩れてしまう

写真：Rodale Institute : 米国の有機農業研究のパイオニアの市民組織



微生物が作り出す「根っこ」

植物の根と菌根菌糸



植物は微生物の力で育つ
❖ 光合成によって作られる炭水化物は
この星の多くの生命を支える。光合
成は究極の再生可能エネルギー

❖ 植物は光合成で作った炭水化物の4
割近くを土壌に放出。微生物を呼び
込み、微生物からミネラルなどを得
るため。微生物も植物から得られる
炭水化物を得て、お互いが生きてい
く上で不可欠な存在となる＝共生

❖ この共生から土壌が増えていく。生
きられる世界を拡大する

酸素

水



化学肥料・農薬

❖ 化学肥料を投入することで植物は土中に炭水化物を放出しな
くなり、土中の微生物の活動が不活性化し、共生関係は衰え
る。炭素が大気に放出され、気候変動激化

❖ 植物は病虫害に弱くなり、土壌は水を保てなくなる。洪水、
そして干ばつ。土壌が流出しやすくなる。自然災害も激甚化



健康危機

米国における6歳児の自閉症患者数米国における糖尿病患者の数



日本の子どもたちにも

H5 H10 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

小学校 11,963 23,629 32,722 34,717 37,134 39,764 43,078 46,956 50,569 56,254 60,164 65,456 70,924 75,364 80,768 87,928 96,996 108,306 116,633

中学校 296 713 930 1,040 1,604 1,684 2,162 2,729 3,452 4,383 5,196 6,063 6,958 8,386 9,337 10,383 11,950 14,281 16,765

高等学校 － － － － － － － － － － － － － － － － － 508 787

計 12,259 24,342 33,652 35,757 38,738 41,448 45,240 49,685 54,021 60,637 65,360 71,519 77,882 83,750 90,105 98,311 108,946 123,095 134,185

※各年度５月１日現在。
※「注意欠陥多動性障害」及び「学習障害」は、平成18年度から通級による指導の対象として学校教育法施行規則に規定し、併せて「自閉症」も平成18年度から
   対象として明示（平成17年度以前は主に「情緒障害」の通級による指導の対象として対応）。
※平成30年度から、国立・私立学校を含めて調査。
※高等学校における通級による指導は平成30年度開始であることから、高等学校については平成30年度から計上。
※小学校には義務教育学校前期課程、中学校には義務教育学校後期課程及び中等教育学校前期課程、高等学校には中等教育学校後期課程を含める。

（２）通級による指導を受けている児童生徒数の推移

※各年度５月１日現在。
※平成30年度から、国立・私立学校を含めて調査。
※高等学校における通級による指導は平成30年度開始であることから、高等学校については平成30年度から計上。
※小学校には義務教育学校前期課程、中学校には義務教育学校後期課程及び中等教育学校前期課程、高等学校には中等教育学校後期課程を含める。

（単位 ： 名）
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文科省 「令和元年度 通級による指導実施状況調査結果について」より



化学肥料による被害：健康
❖ 大気汚染も実は甚大。気候変動の原因とな
る亜酸化窒素を出す他、アンモニアによる
大気汚染で米国で毎年1万6000人が早死して
いるという研究も。https://www.popsci.com/

air-pollution-corn-production-premature-deaths/

❖ 根粒菌からの窒素は植物の根から直接吸収
されるが、化学肥料はすぐに水で流され、
硝酸性（態）窒素となる。体内に入れば血
中で酸素が運べなくなり、乳児なら命を落
とす可能性がある。発ガン性物質にも。

❖ 特に飲料水を地下水に依存する地域などで
は命が危険にさらされる可能性。



食が社会・環境破壊の根幹の原因に

化学肥料・農薬を
使った工業的農業

気候変動の激化

環境汚染

慢性疾患・感染症の増加

労働者の低賃金固定化
労働者の権利の侵害

家族農家の離脱

多国籍企業の
利益

多額の税金の投入

医療の負担増加
地方財政の悪化

生物多様性 
の劣化

格差拡大
飢餓増大
紛争・戦争

企業による
政治買収災害による被害

土がなくなる

工業型農業 
への補助金



食はグローバルな問題の解決策

有機農業
アグロエコロジーに
基づく食の生産

気候変動は収束へ

農薬・化学肥料による
汚染の減少

慢性疾患／感染症の減少・健康回復

生物多様性の
回復

地域医療の復活
地方財政の健全化 家族農業の復活

“食は職を生む”

“尊厳のある暮らし”

格差・飢餓の減少
紛争・戦争の可能性の減少

市民の食料政策決定・生産活動への参加

政治の民主化

土の回復



アグロエコロジーとは？

持続可能持続不可能

高
い
生
産
性

低
い
生
産
性

慣行農業
システム

アグロエコロジー的
システム



アグロエコロジーの広がり

キューバ
中米：Campesino a Campesino インド: 2014年

マリ：2015
ニェレニ宣言

ブラジル:アグロエコロジー
と有機生産政策

中南米政府が続々と
アグロエコロジー政策採用

Union of Concerned Scientists
アグロエコロジー支持

英国: アグロエコロジー
議員連盟
フランス: 新農業未来法

EU: 共通農業政策（CAP）
FAO: 国際シンポジウム

OXFAM
Greenpeace

Friends of the Earth
Pesticide Action Network

GM Watch

IFOAM

La Via Campesina

タイ:2015

中国:2016
日本:?

ラテンアメリカアグロエコロジー学会



国連もアグロエコロジーと家族農業重視
❖ かつてFAO（国際連合食糧農業機関）
は農業の大規模化、企業化を進めた→
多国籍企業による食の独占→貧困の拡
大、食料保障の不安定化→2007/2008年
世界食料危機

❖ 路線の大きな変換→小規模家族農業と
アグロエコロジーの重視

❖ 2014年国際家族農業年、2019～2028年 
国連家族農業の10年

❖ 小農と農村で働く人の権利宣言



2019年版世界の有機農業生産者

最も有機農業者の多い国はインド、 
ウガンダ、エチオピア、タンザニア、
タイの順

最も有機農業者の多い地域はアジア、 
アフリカの順でアジア51%、アフリ 
カ27%。合わせて78%

1999年から2019年までに有機
生産者の数は15.32倍に増加



ORGANIC PRODUCERS 2018    



日本も学校給食の有機調達目標
設定を！　鍵は調達と研修

国名 施策 公共調達政策の目標

フランス 公共調達 2022年までに50%が有機、維持可能な形で生産された農
産物

デンマーク 公共調達 2020年までに60％を有機に（2015年） 
コペンハーゲンはほぼ100％達成

スウェーデン 公共調達 2020年までに100％にと地方議会協議会が決定（2010年）

ブラジル 公共調達 国の政策として30％以上を地域の小規模農家から購入。
パラナ州学校給食100％有機化を条例化

韓国 公共調達 多くの地方自治体の学校給食が有機米に。野菜も進む

米国 市場 カリフォルニア州サウサリート・マリン地区が100％の
有機学校給食実現。国の政策には目標設定されず。

日本 市場 愛媛県今治市、千葉県いすみ市・木更津市で進むも 
国の政策には公共調達目標は設定されず。


